
高齢者における遺伝性プリオン病（V180I)の特徴	

解　説	
	

1.  V180Iの剖検確定例は、すべて80歳以上の発症。3例は90歳代で死亡。	

2.  高齢者における遺伝性プリオン病の存在を再認識することは、適切な診断に
とって重要。	

3.  「診療ガイドラインの策定・改訂」、「診断基準・重症度分類策定・改訂のための
疫学調査」に貢献。	
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